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研究成果の概要（和文）：肉用牛における子宮内膜炎症度およびマイコプラズマの生殖器内感染の実態を明らかにする
ため採材した結果、炎症度は黒毛和種では分娩後3～4週にかけて有意な減少が見られた。この傾向は特に授乳群で顕著
であった。分娩後の各時期において黒毛和種はホルスタイン種と比較して有意に低かった。また、1頭の子宮内膜からM
. bovisが分離された。【考察】黒毛和種牛では乳用牛より子宮修復は早く完了するものの、授乳刺激が子宮内環境の
清浄化に重要な役割を果たすことが明らかになった。また、マイコプラズマの子宮内感染率は高くないものの、子宮内
への感染経路や受胎性に及ぼす影響について今後明らかにしていく必要がある。

研究成果の概要（英文）：To clarify changes in polymorphoneutrophils percent (PMN%) in the endometrium in 
postpartum suckled and non-suckled Japanese black cows, and to elucidate prevalence of mycoplasma 
injection in the uterus in the cows, endometrial cytology samples were collected using a small brush from 
postpartum cows. PMN% decreased significantly from 3 to 4 weeks postpartum, particularly in suckled cows. 
PMN% in Japanese black cows was lower than that in Holstein cows during the postpartum period. M. bovis 
was isolated from the uterus in one of the samples dairy cows. In conclusion, PMN% decreased as the 
postpartum period progressed, and suckling may affect changes in PMN% in early postpartum Japanese black 
cows. Although the prevalence of mycoplasma infection in the uterus seemed not to be high, the route of 
infection and its effect on fertility in the cows should be investigated in future.

研究分野： 獣医臨床繁殖学
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１．研究開始当初の背景 

牛における分娩後の子宮修復は、その後の

受胎性に関わる重要な事象であり、子宮修復

に問題のある個体を早期にかつ的確に発見

し対策することが現場で求められている。乳

牛においては正常分娩後においても子宮内

膜では炎症と細菌感染が起こり、子宮修復過

程において炎症は鎮まり細菌は排除される

ことが知られているものの、肉用牛では不明

である。また、吸乳刺激が分娩後の卵巣機能

の回復を遅延させることが知られているが、

子宮内膜における生理的炎症や感染からの

回復に及ぼす影響に関する報告は見当たら

ない。近年、子宮内膜における多形核好中球

（Polymorphonuclear neutrophils; PMN）

の浸潤率（PMN%）をモニターする手法が確

立され、PMN%を炎症の指標とすることで子

宮内環境の客観的な評価が可能なことが乳

牛では明らかにされつつあるが、肉用牛では

報告がない。 

一方、我々は東北の複数の乳牛群における

分娩後経産牛の子宮内から Mycoplasma 

bovigenitalium を分離し、難産との関連、お

よび子宮内膜炎との関連を示してきたが、国

内の他地域や肉用牛群におけるマイコプラ

ズマの生殖器内感染の有無や実態について

は全く不明である。 

 

２．研究の目的 

そこで今回、（１）肉用牛における子宮炎症

度や細菌感染率の生理的な推移やそれらに

及ぼす要因を明らかにするとともに、（２）

マイコプラズマの生殖器内感染の実態を解

明する目的で研究を実施した。 

 

３．研究の方法 

（１）黒毛和種牛の分娩後の子宮内膜におけ

る生理的炎症と感染の推移について 

宮崎県内の 2農場で飼養されている黒毛和

種経産牛計 93 頭と、対照群として同一農場

にて飼養されているホルスタイン種経産牛 8

頭を供試した。同一個体の分娩後 2 週（2W）

から 6 週（6W）の各週（黒毛和種）、あるい

は 3W から 9W の隔週（ホルスタイン種）で

サイトブラシを用いて子宮内膜スメアを採

取、PMN％を算出した。同時に子宮内膜から

一般細菌（好気性、嫌気性）の分離を試みた。

また、VMS（Score 0~4）を同様の採材間隔

で記録した。なお黒毛和種牛では分娩後 2~3

カ月まで授乳を行う授乳群 33 頭と、分娩後

早期に子牛を離乳させ人工哺育を行う早期

離乳群 60 頭の群間における PMN％、VMS

および細菌感染の推移を比較した。 

 

（２）子宮内マイコプラズマ感染との関連に

ついて 

宮崎県内の 4 乳牛群、2 肉牛群の計 169 頭

から延べ 406 検体の子宮内膜スメアを採取、

専用培地にて培養後に PCR にて 7 種のマイ

コプラズマ（Mycoplasma bovis, M. arginini, 

M. bovigenitalium, M. californicum, M. 

bovirhinis, M. alkalescens, and M. 

canadense）の検出を試みた。なお、供試牛

群のうちの 1乳牛群はマイコプラズマ性乳房

炎多発牛群であった。 

 

４．研究成果 

（１）黒毛和種牛の分娩後の子宮内膜におけ

る生理的炎症と感染の推移について 

PMN%は黒毛和種では3Wから4Wにかけ

て有意な減少が見られた後に低値を示した

のに対し、ホルスタイン種では 7W 以降で有

意な減少が見られた。VMS についても黒毛

和種では 3W 以降、ホルスタイン種では 7W

以降にスコアの有意な減少を示した。PMN%、

VMS ともに分娩後の各時期において黒毛和

種はホルスタイン種と比較して有意に低か

った。細菌分離率は黒毛和種が 2～3W（50%）

から 4~6Ｗ（20~30%）にかけて減少したの

に対し、ホルスタイン種では分娩後 9W まで

50~63%で推移した。期間を通した平均細菌



分離率は黒毛和種が 34％、ホルスタイン種が

57％でいずれの群からも主要細菌として

Staphylococcus spp.， E. coli，Acinetobacter 

spp., Trueperella pyogenes などが確認され

た。また、黒毛和種では細菌感染陽性検体は

陰性検体と比較して PMN%、VMS ともに有

意に高かった。授乳群と早期離乳群の群間に

おいて PMN%、VMS は減少傾向を示したも

のの、PMN%は授乳群で 3W に、VMSは 2W、

4W、6W に有意に高かった。細菌分離率は両

群ともに3Wまでは約50%の高値を示したが、

その後 6W にかけて授乳群では 13.3%に、ま

た早期離乳群では 27.3%に減少した。 

 

黒毛和種はホルスタイン種と比較して分

娩後のより早い段階において子宮環境が清

浄化することが明らかとなった。また、授乳

では分娩後早期の子宮内膜における細菌感

染に対する防御機構がより強く働く結果、そ

の後の細菌感染率が低下することが示唆さ

れた。 

結論として、黒毛和種牛では乳用牛より子

宮修復は早く完了するものの、授乳刺激が子

宮内環境の清浄化に重要な役割を果たすこ

とが子宮内膜細胞診の結果からも証明され

た。 

 

図１．ホルスタイン種牛および黒毛和種牛に

おける分娩後の子宮内膜 PMN%推移の比較 

 

 

 

 

図２．黒毛和種の授乳群および早期離乳群に

おける分娩後の子宮内膜 PMN%推移の比較 

(* 各週における群間比較：P < 0.05) 

 

（２）子宮内マイコプラズマ感染との関連に

ついて 

169 頭中、子宮内膜からマイコプラズマが

分離されたのは 1 頭のみであった。分離され

た種は M. bovis のみであり、この 1 頭からは

2か月後にM. bovisが再度分離されたものの、

その後消失した。なお、同一牛群において乳

頭や乳汁、鼻腔から M. bovis や M. arginini

が異なる個体から分離されたものの、子宮内

膜から M. bovis が分離された本個体におい

て、採取した他の部位からマイコプラズマは

分離されなかった。また、本個体は分娩後 158

日に受胎した。 

 

以前の私たちの研究では 7.4％の個体の子

宮内膜から M. bovigenitalium が分離され、

陽性個体は最終分娩での難産と分娩後の子

宮内膜炎との関連が見出されたが、本研究の

結 果 よ り 、 地 域 に よ っ て は M. 

bovigenitalium 他、マイコプラズマが分離さ

れない牛群も多いことが明らかとなった。し

かしながら本研究においてマイコプラズマ

性乳房炎多発牛群の個体の子宮内膜から M. 

bovis が分離されたことは興味深く、感染経

路や受胎性に及ぼす影響等について今後も

研究を推進する必要がある。 
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